


















































































名「義満」を らず、 「道義」を名乗ったのは その方が、中国から「日本国王」の称号を獲得するのに有利である、と義満自身が考えたからに他ならない。では何故「道義」という名前が、本名義満よりも明に対して意味があるのであろうか。　
それは、義満を遡ること六百五十年あまり前、中国における文殊信仰の霊地として著名な五台山を巡礼し、 「金閣
寺」を夢見た僧「道 」が玄宗治下の唐 存在したから あり、義満の法名「道義」は この一介の巡礼僧 道義」に由来する、と筆者は考えている。　
五台山金閣寺の創建説話は、北宋の『宋高僧伝』や南宋の『広清涼伝』といった、比較的ポピュラー 文献資料




































































が、両者の編纂年次から言えば、前者は北宋、後者は南宋であるから、前者が後者を抄出することはあり得ない。よって ある共通の典拠資料を両者それぞれが独立して参照し、 『宋高僧伝』はかなり簡略化して引用、 『広清涼伝』は比較的詳細に引用したのではないか、と一応は考えられる
*9。
　
それでは、 『広清涼伝』の記事とその特徴を見てゆくが、まず目に付くのは、 『宋高僧伝 に比べて、記事が詳細
であるということである。道義の出自についても、衢州龍興寺で僧侶と ての修行をしたと出身寺院の名を明記し、五台山巡礼の年次についても、 『宋高僧伝』が「開元中」と漠然と いるのに対して 「開元二十四年四月二十三日」と、年月日を詳細 記し いる。また、中略し 部分の記事は、 『宋高僧伝』には全く見られないものである。　
しかし、足利義満の金閣寺造営との関係で、何よりも看過できないのは、 『広清涼伝』Ｂの二重傍線を引いた箇所














































底にあったのである。金箔を貼った結果として、金閣寺になったのではない。よしんば、金箔を貼るに至らなかったとしても、義満の構想した舎利殿は金閣寺なのである。義満は僧道義として発願した金閣寺を、名実共 金閣寺たらしめるために金箔を貼った。金閣寺 、はじめから金閣寺として建てら のである。　
それにしても、数ある五台山の縁起説話の中で、義満が特に道義伝にかくも深く触発さ たのは何故か。
















皇帝が既に書いておかれたが、 未だに堂宇が完成していないという。即ち、 開元 十四年に衢州僧道義は五台山にて金閣院と号する「文殊聖迹寺」を見た。それは十三間の大きさで万人余りの僧衆がおり、すべて金で造られていた。道義がその様子を図画して長安に持ち込み披露すると、天下の人は皆、金閣寺を造りたいと思った。　
そこで、澤州 （太原の付近） の僧道環に供養を持たせて五台山に送 と、道環は道義禅師の跡を慕い、国家のため
に金閣寺を造ろうと発願した。伽藍はすべて道義の所見のように造りた と考えた。今夏（永泰二年＝大暦元年） 、着工したが費用はすべて自弁 て る。まさに先聖皇帝の書額と道義の感通とを実現しようとしており、その志は小さなものではない。五台山の額は五つあり、清涼・華厳・仏光・玉花の四ヶ寺は既に完成しているが、ひとり金閣寺だけは堂宇が整っていない…。　
これによれば、開元二十四年に巡礼僧道義は自分の幻視した金閣寺の様子を絵に描いて長安で公開したことがわ
かる。それによって、 建立の世論 醸成し、五台山に派遣された 、自ら費用を工面して道義 夢を実現しようと発願した。　
以後、道環は建築費の浄財を勧進していたと思しく、三十年が経過してある程度 費用が集まったのであろう
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義満の金閣寺が、 中国五台山の金閣寺に想を得て造営され、 そこには密教的王権思想が組み込まれ いたことが明
らかになったが、このことを手がかりとして、 満の他の行動を再検討してみると、い つか 新 い観点が見えてくる。まずは「花の御所」という、文字通り何とも華や だネーミングで通称される建物について考えてみ い。　
義満は父義詮の三条坊門邸に居住していたが、北小路室町に造営した新邸に、二十一歳 永和四年（一三七八）

















































































曇華の花待ち得たる心地して深山桜に目こそうつらね」という歌に着目した河添房江氏は、 「優曇華」が金輪聖王の出現の瑞兆であ とす 『河海抄』の記述を手がかりとして、北山の地 おいて光源氏が金輪聖王にたとえられていることを指摘されたが
*31このことは、北山殿金閣に込められた密教思想から、義満が自身を一字仏頂輪王（金輪
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了されたのではなく、これも西園寺家の信仰 関わりがある 推定できるこ を述べておきたい。　
西園寺は不動堂や愛染堂などの密教的堂舎も具備しているが、寺院としての中心となるのは巨大な丈六の定印阿
弥陀如来坐像と脇士の観音・勢至菩薩、そして来迎する二十五菩薩の諸像を安置した本堂であろう。つまり、西園寺の宗教的基調をなすも は、藤原頼通の宇治平等院と同様に、阿弥陀浄土信仰な である（西園寺内の諸堂の配置は『増鏡』第五「内野 雪」を参照） 。　
ところで、西園寺はその院号を竹林院といい、公経の曾孫実兼の子公衡は「竹林 入道左大臣殿」と呼ばれてい































































満は紅葉を目当て 訪れ、夢窓ゆかりの指東庵で終日座禅 行い、夢窓 年譜を借覧 閲読した（ 『空華日用工夫略集』同年十月十三日条） 。　






































 上杉本』 （一九八三年、岩波書店）金閣の条参照） 。



























苦行士、名曰義満、聚石書法華者百部、或依此功徳、来生于将相家乎、曾聞此説云々、予謂、雖渉怪誕、而亦未可為一向无此事歟。 」*12　「龍湫周沢は中固という僧が夢に、義満は、 「聖徳太子の再来である」と見たという話を伝えている。 」前掲臼木信義氏
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*21　『後愚昧記』永和三年（一三七七）二月一八日条「申刻許。乾方有炎上。南風猛烈。仙洞〈伏見殿御所。号花御所。元季顕卿宅。而故大樹買得之後進上皇也〉菊亭。柳原日野大納言宿所。藤中納言宅 其外小屋等又焼失了」 。また二年後 記録であるが、 『後深心院記』康暦元年 一三七九）七月八日条に「今夜花亭有移徙之儀云々 於造作者。不周備云々」に出る
「花亭」の名称も、義満整備後のものではなく、義満以前の名称と川上氏は見ておられる。筆者も『故一品記』に出る西園寺公経の造営した「花亭」との類似から、その見方に同意したい。*22　
前掲川上貢氏『日本中世住宅の研究〔新訂〕 』三三七頁。






注ぐ京の南の玄関口を全て押さえていたことを示すが、それは鎌倉時代に西国から京へ入る物資の多くが、なんらかの形で西園寺家の手を経ていた可能性が高いことを意味する」と述べられる。 。なお、関口欣也氏『鎌倉 古建築』 （二〇〇五年増補版、有隣堂）三五頁では、北条義時から高時まで相続された小町亭（現宝戒寺境内という）について、 「この亭は「花亭」と美称されることが多く」としており、 「花亭」の名称が武家でも使用されていたことがうかがえる。*25　
こうした考え方の最近の一例として、橋本雄氏『中華幻想―唐物と外交の室町時代史―』 （二〇一一年、勉誠出版）一九









今西祐一郎氏「公季と公経―閑院流藤原氏と『源氏物語 ―」 『国語国文』五三―六（ 九八四年六月） 。後に同氏『源氏
物語覚書』 （一九九八年、岩波書店） 収録。*31　
河添房江氏『源氏物語と東アジア世界』 （ＮＨＫブックス一〇九八、二〇〇七年、日本放送出版協会）一三三頁～一三五
頁。*32　
桜井英治氏『室町人の精神』 （初出は二〇〇一年、後に講談社学術文庫一九一二 二〇〇九年、講談社）一九頁。
*33　
拙編『顕意上人全集第一巻
 当麻曼荼羅聞書』 （二〇〇三年、法蔵館発売）解題参照。
*34　
前掲、臼 氏『足利義満』一四七頁から一五三頁では、義満の参詣地として、伊勢神宮・石清水社・北野社・日吉社・多
武峰・西大寺・園城寺・粉河寺・高野山・篠村八幡・近江無動寺の名前が挙げられている。これらの霊場参詣 臼井氏は「義満の行楽」と総称されているが、勿論、その目的は行楽に留まるものではなく、政治的・経済的・軍事的に様々な目論見を秘めた行動であろう。

